
を巡る話題灘
蟹 よ.麗.

饗樋勢発讐施設と鳥類の保全

子彩木白

(しらき さいこ)

北海道大学農学部修士課程 よりオジロワシと
オオワシの生態と保全に関する研究に着手。

同大学大学院地球環境科学研究科においてオ
ジロワシの個体群の動向とその要因に関する

研究で博士(地 球環境科学)学 位取得。その

後も主に大型猛禽類の研究を続け、財団法人

電力中央研究所特別契約研究員、科学技術振

興事業団(現 学術振興会)科 学技術特別研究

員を経て平成18年4月 より現職。

は

じ
め

に

風
力
発
電
用
風
車
の
急
増
に
伴
い
、
希
少
種
を
含
む
鳥

類
が
風
車
に
衝
突
死
す
る
と
い
う
問
題
が
顕
在
化
し
て
き

た
。
早
く
か
ら
風
車
建
設
を
進
め
て
き
た
欧
米
諸
国
で
は
、

一
九
八
○
年
代
か
ら
鳥
の
衝
突
事
故
に
つ
い
て
懸
念
さ

れ
、
近
年
で
は
風
車
に
よ
る
野
生
生
物

へ
の
悪
影
響
を
と

り
あ
げ
た
国
際
的
な
会
議
も
た
び
た
び
開
催
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
二
年
に
開
催
さ
れ
た

「移
動
性
野
生
動
物
の

種
の
保
全
に
関
す
る
条
約
第
七
回
締
約
国
会
議
」
で
は
、

風
力
発
電
施
設
に
よ
る
野
生
生
物

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影

響
を
認
識
し
、
建
設
に
は
慎
重
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望

し
た
決
議
7

・
5
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
条
約
の

加
盟
国
に
は
、
建
設
前
の
環
境
影
響
評
価
や
大
き
な
影
響

を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
の
特
定
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る

(日
本
は
未
加
盟
で
あ
る
)。

一
方
、
日
本
で
の
取
り
組
み
は
遅
れ
て
お
り
、
衝
突
事

故
を
は
じ
め
と
し
た
、
鳥
類
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
の

現
状
把
握
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
N
E
D
O
(新

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
)
は
二
〇
〇
二

年
か
ら

一
〇
、
○
○
○
熈
以
上
の
大
規
模
発
電
施
設
に
対

し
、
補
助
金
申
請
の
際
に
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
環
境
影
響
評
価
を
行
う
こ
と
を
指
導
し
て
い
る

(風
力

発
電
の
た
め
の
環
境
影
響
評
価

マ
ニ
ュ
ア
ル
/
N
E
D

O
)
が
、
風
力
発
電
施
設
は
規
模
に
よ
ら
ず
国
の
環
境
影

響
評
価
法
の
対
象
事
業
と
な

っ
て
い
な
い
た
め
、
建
設
が

前
提
と
な
っ
た
不
十
分
な
調
査

・
評
価
し
か
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
欧
米
諸
国
で
は
衝
突
事
故

発
生
要
因
の
解
明
や
影
響
回
避
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な

調
査
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、
著
名
な
学
術
雑
誌
に
も

関
連
論
文
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
膨
大
な
量

の
調
査
報
告
書
や
研
究
成
果
の
レ
ポ
ー
ト
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ

っ
て
入
手
可
能
で
あ
る
。

一
般
的
に
適
用
可

能
な
解
決
策
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

多
大
な
デ
ー
タ
や
知
見
は
日
本
で
は
有
効
な
基
礎
知
識
と

な
る
も
の
な
の
で
、
十
分
に
活
用
し
つ
つ
国
内
の
現
状
や

特
徴
に
適
し
た
独
自
の
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
が
重
要
だ

ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
衝
突
事
故
だ
け
に
終

始
し
な
い
、
風
力
発
電
施
設
の
も
た
ら
す
鳥
類

へ
の
影
響

や
現
状
に
つ
い
て
、
わ
か

っ
て
い
る
範
囲
の
知
識
を
広
く

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
し
た
が

っ
て
、

本
報
告
で
は
陸
上
の
風
力
発
電
施
設
に
よ
る
鳥
類

へ
の
悪

影
響
に
関
す
る

一
般
的
概
要
と
、
北
海
道
に
お
け
る
悪
影

響
の
事
例
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

な
お
、
海
外
で
は
近
年
、
洋
上
の
風
力
発
電
施
設
、
と

く
に
、
大
規
模
施
設
が
急
増
し
て
お
り
、
海
上
を
渡
る
鳥

類
や
潜
水
し
て
採
餌
す
る
海
鳥
な
ど
に
対
す
る
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
で
も
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

瀬
棚
町
で
国
内
初

の
洋
上
風
力
発
電
所
が
稼
働
し
て
い

る
。
今
後
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
十
分
な
留
意
が

必
要
で
は
あ
る
が
、
こ
の
報
告
の
対
象
は
ま
ず
対
策
の
優

先
さ
れ
る
陸
域
の
施
設
に
絞

っ
て
い
る
。

1

国
内

に
お
け
る
風
力
発
電
の
現
状

日
本

政

府

は
、

京

都

議

定

書

に
お

け
る
約

束

事

項

で
あ

る

コ

九

九

〇
年

比

二
酸

化

炭
素

排

出

量

六
%

削

減

」

を

履
行

す

る

た

め
、

「
地

球

温

暖
化

対
策

推

進

大

綱
」
に

一
〇

〇
種

類

を
超

え

る
個

々

の
対
策

・
施

策

を

と

り
ま

と

め

て

い
る

(環

境

省

地

球

環

境

局

算
什P
＼
＼
乏
を
乏
●Φ
コ
<
●ひq
o
し
℃
＼

$

諄
ミ

○
&

餌
鼻

9。
＼
β
畔

o
＼
餌
=
も
α
h
)
。

今

後

の
電

力

需

要

量

は
右

肩

上
が

り

に
増

加

す

る

と
予

測

さ

れ

て

お
り
、

そ

56



の
需

要

に
応

え

る

た

め

の
施

策

の

一
つ
と

し

て
、

二
〇

一

〇

年

度

ま

で

に
太
陽

光

や

風
力

、

バ
イ

オ

マ
ス
発

電

な

ど

を

一
次

エ
ネ

ル
ギ

i
総

供
給

量

の

三
%

に
あ

た

る

一
、

九

一
〇

万

㎏

(原
油

換

算

)
導

入

す

る

こ
と

を
目

指

し

て

い

る
。

そ

の
う

ち
、

風

力

発
電

量

の
目

標
値

は

=

二
四

万

翅

(
三
〇

〇

万

即
)
で
あ

る

が
、

こ

れ

は
、

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー

総

供

給

量

の
○

・
二
%
程

度

で
あ

る
。

国
内

の
風

力

発

電

施

設

の
風

車
総

数

お
よ
び

総

出

力

は

、

一
九

九

〇

年

で

は

全

国

で

そ

れ

ぞ

れ
九

基
、

一
、

〇

一
五

即

に
す

ぎ

な

か

っ

た

が

、

そ

の
後

飛

躍

的

な
増

加

を

示

し
、

二
〇

〇

六
年

三

月
末

で

一
、

〇

五

〇

基
、

一
、

〇

七

八

万

即
と

な

っ
て

い

る

(
N

E

D

O

エ

ネ

ル

ギ

ー
対

策

推

進

部

窪

8
"＼
＼

妻
毫
≦

器

α
o
●ひQ
O
甘

＼
8

2
巴
＼
o
夢
臼

＼
貯
霞

《
o
評
ミ

ぎ
匹
Φ
×
・

算

巨

)
。
そ

の
う

ち

、
北

海

道

は

二
〇

〇

六
年

三

月

末

で

二

五

九
基

、
総

出

力

二
五

五

万

岬

の
風

車

を

保

有

し

て

お
り

、

設
置

基

数

、

出

力

と

も

に
全

国

第

一
位

で
あ

る

(北

海
道

新

エ
ネ

ル

ギ

ー

マ
ッ
プ

(
二

〇

〇

六
)
/

独

立

行

政

法

人

新

エ
ネ

ル
ギ

ー

・
産
業

技

術

総

合

開

発
機

構

北

海

道

支

部

算

8

"＼
＼
を

芝
箋
』

Φ
山
o
●ひq
o
.U
b
＼
づ
Φ
α
o
ず
o
評
評
巴

α
o
＼

評
鋤
評
=
薯

ミ

ヨ
巷

＼
一
・。
O
ω
ω
一
ヨ
鋤
b
O
①
＼
8
巷

O
①

O
卜。
も
α
h
)
。

H

風
力
発
電
施
設
に
よ
る
野
鳥

へ
の
影
響

風

力

発

電

施
設

が

及

ぼ

す
鳥

類

へ
の
影

響

に

つ

い
て
、

最

新

の

レ
ビ

ュ
ー

(〉
一一9
b
「
卿

　[
鋤
づ
ひQ
ω什
O
b
「
bo
O
O
①
)

を
中

心

に
、

論

文

や

公
表

さ
れ

て

い
る
報

告

書

を

元

に
概

要

を

整

理

し

た

。

四
つ
の
主
要
な
影
響

風
力
発
電
施
設
は
、
効
率
よ
く
稼
動
す
る
た
め
に
安
定

し
た
平
均
風
速
が
期
待
で
き
る
場
所
、
た
と
え
ば
開
け
た

高
台
や
海
岸
部
、
岬
な
ど
に
造
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場

所
の
多
く
は
、
鳥
類
の
渡
り
ル
ー
ト
で
あ

っ
た
り
、
繁
殖

や
越
冬
の
た
め
に
集
中
的
に
利
用
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
問
題
が
生
ず
る
。
風
力
発
電
施
設
に
よ
る

鳥
類

へ
の
影
響
は
、
施
設
の
規
模
や
、
建
設
地
や
周
辺
の

地
形
、
植
生
、
景
観
的
な
特
徴
、
生
息
す
る
鳥
類
の
種
数
、

あ
る
い
は
風
車
の
配
列
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

っ
て

変
わ
る
た
め
、
影
響
は
各
施
設
で
別
個
に
評
価
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
悪
影
響
に
は
、
直
接
的
に
死
亡
率
を
上
げ
る

場
合
と
、
個
体
の
状
態
や
繁
殖
成
功
に
対
し
て
作
用
す
る

場
合
と
が
あ
る
が
、
主
に
衝
突
事
故
、
撹
乱
に
よ
る
強
制

移
動
、
障
壁
に
よ
る
悪
影
響
、

ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
消
失

・
悪

化
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
こ
れ
ら
四
つ
の
問

題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
解
説
す
る
。

(
1

)

衝

突

事

故

(
O
o
=
一ω
一〇
コ
)

ω

衝

突
事

故

に
よ

る

死
亡

個

体

数

・
衝
突

事

故

率

鳥

類

は

風
車

の

ロ
ー

タ

ー
部

の

み
な

ら
ず

、

タ

ワ
ー

や

ナ

セ

ル
、
支

柱

ケ
ー
ブ

ル
、

電

線

、

気

象
観

測

柱

に
も

衝

突

す

る
。

既
存

の
調

査
結

果

を

み

る
と

、
年

間

の
風

車

一

基

辺

り

の
鳥

類

の
衝

突

数

は
平

均

○

羽

か

ら

二
十

三

羽

ま

で
施

設

に
よ

っ
て
さ

ま
ざ

ま

で
あ

る

(勺
巴
暮
Φ
目

簿

鋤
一●

一
㊤
O
P

国
『
皆
閃
ω
o
コ

Φ
け
鋤
ピ

ト。
O
O
一
ほ

か
)
。

た

だ

し
、

こ

の

値

の
中

に
は
、

ス
カ

ベ

ン
ジ

ャ
ー

(死

肉
食

種

)

に
よ

る

死

体

の
持

ち
去

り

や

調
査

者

の
見

落

と

し
率

な

ど
を

考
慮

し

て
補

正

し

た
デ

ー

タ

と
、

そ
う

で
な

い
も

の

の
両

方

が

含

ま

れ

て

い
る

こ
と

、

調
査

地

と
な

っ
た
施

設

の
多

く

は

鳥

類

の
重
要

な
生

息

地

で

は

な

い
こ
と

を
考

慮

す

る
必

要

が

あ

る

。

ま

た
、

も

と

も

と
繁

殖

力

が

低

く
、

繁

殖

齢

に

達

す

る
ま

で

に
年

数

の
か

か

る
長

寿

の
大

型

の
鳥

類

、

特

に
希

少

種

で

は
、

風

車

に
よ

る
付

加

的

な

死

亡
率

が

個

体

群

レ

ベ

ル

で
重

大

な

影

響

を

も

た

ら

す

可

能

性

が

あ

る

(　[
鋤
づ
M四ω
什
O
づ

俸

℃
G
一
一鋤
b
「
N
O
O
ω
)
。

最

も
多

く

の
鳥

類

の

衝

突

死

が

報

告

さ

れ

て

い

る

の

は
、

米

カ

リ

フ

ォ
ル

ニ

ア

州

の

ア

ル

タ

モ

ン

ト

峠

(≧

β
ヨ
o
葺

勺
餌
ω
ω
)
に
あ

る

施
設

で
、

ス

ペ
イ

ン
の

タ
リ

フ

ァ

(↓
霞

凶貯

)

や

ナ

バ

ラ

(Z
餌
く
鋤
旨
Φ
)

で

も

多

い

(ω
国
○
＼
虫

a

=

{Φ

一
8

9

ψ
B
巴
一署
o
o
鮎

卿

目
冨

一9。
づ
山
Φ
『

N
O
宝

)
。
ア

ル
タ

モ

ン
ト

峠

は

豊
富

な
餌

動

物

を
有

す

る

こ

と

か
ら

多

く

の
猛

禽

類

が

繁

殖
地

と

し

て
利

用

し

て

い
る

場

所

で
、

タ
リ

フ

ァ
と

ナ

バ
ラ

は
地

形
的

に
多

く

の
渡

り

鳥

や

留

鳥

が

限

ら

れ

た

範

囲

を

通

り

ぬ

け

る
、

ボ

ト

ル

ネ

ッ
ク

(
隆
路

)
地

域

に

つ
く

ら

れ
て

い
る

(ごd
鋤
轟
δ
ω
卸

幻
o
費

戯
¢
Φ
N
N
O
O
ら
)
。

ア

ル
タ

モ

ン
ト
峠

や

タ

リ

フ

ァ
で

の
年

間

の
風

車

一
基

辺

り

の
鳥

類

衝
突

死

数

は

○

・
〇

二

ー

○

・

一
五
羽

で
あ

る

が

、
大

規

模
施

設

の
た

め
衝

突

死

総

数

は
非
常

に
多

く

な

る

。

ア

ル
タ

モ
ン

ト
峠

で

は

イ

ヌ

ワ

シ

毎
Q
ミ
§

ミ

這
。・ミ

ミ
G。
が
最

低

で

も
年

間

七

十

六

羽

以
上

死

亡

し

(ω
b
P
鋤
=
<
『
O
O
α
卿

目
げ
Φ
一餌
b
「ユ
①
H
bO
O
O
蔭
)
、

こ

の
地

域

に
お

け

る
個

体

群

衰

退

の

一
要
因

と
考

え

ら

れ

て

い
る

(国
§

叶
卜。
O
O
一
)
。

タ

リ

フ

ァ
と

ナ

バ

ラ

で
は
、

特

に

多
数
の
シ
ロ
エ
リ

ハ
ゲ
ワ
シ
§

の
誉
ミ
婁

の
事
故
死
が

問

題

と
な

っ
て

い

る
。

ナ

バ
ラ

で
は
年

間

風

車

一
基

辺

り

の

衝

突

数

は
鳥

類

と

モ
ウ

モ
リ

類

を

合

わ

せ

て

三

・
六

ー

六

四

・
三

羽
、

シ

ロ

エ
リ

ハ
ゲ

ワ

シ
は

こ
れ

ま

で

に
四

〇

〇

羽

以

上
が

衝

突

死

し

て

い
る
と
推

定

さ
れ

て

い
る
。

②

衝
突
リ
ス
ク
に
関
わ
る
要
因

衝
突
の
リ
ス
ク
は
、
生
息
す
る
鳥
類
種
や
個
体
数
お
よ

び
そ
の
行
動
、
気
象
条
件
、
地
形
、
照
明
の
有
無
な
ど
を

含
む
施
設
の
状
態
な
ど
に
よ

っ
て
変
わ
る
が
、
と
く
に
採

食
場
所
や
ね
ぐ
ら
と
し
て
多
数
の
個
体
に
利
用
さ
れ
て
い

る
場
所
や
、
渡
り
の
フ
ラ
イ
ウ
エ
イ

(空
中
回
廊
)
や
局

所
的
な
通
り
道
で
は
衝
突
の
可
能
性
が
高
く
な
る
。
種
や

年
齢
、
行
動
や
季
節
的
な
生
活
史
の
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て

57



も
リ
ス
ク
は
変
わ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ジ
サ
シ
の
営
巣
地

近
く
に
造
ら
れ
た
施
設
で
は
、
ヒ
ナ
に
給
餌
中

の
親
鳥
は

施
設
近
く
を
飛
翔
し
や
す
く
、
頭
上
の
配
線
に
衝
突
し
や

す
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

(国
①
コ
窪
Φ『ω8

卑

蝉
H

H8
①
)。

気
象
条
件
の
影
響
で
は
、
雨
や
霧
で
視
程
の
悪
い
と
き

に
は
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

(た
と
え

ば

卑
一〇冨
o
づ
雲

算

NO
O一)
。
帆
翔
す
る
鳥
の
上
昇
に
使

わ
れ
る
場
所
や
、
鳥
類
が
風
車
地
帯
を
集
中
的

に
通
り
ぬ

け
ざ
る
得
な
い
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
地
形
の
場
所

へ
の
施
設

建
設
は
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
沿
岸
沿
い

に
飛
翔
し
た
り
、
尾
根
を
横
切
る
と
き
に
低
空
飛
翔
す
る

種
は

ロ
ー
タ
ー
へ
の
衝
突
リ
ス
ク
が
高

い

(〉
寄
『曾
餌筥

H
㊤O
ρ

包
o
げ
9。
a
ωo
コ
ト。
OOO
)。
衝
突
リ
ス
ク
に
関
係
す
る

風
車
の
形
状
や
特
徴
の
要
素
と
し
て
は
、
大
き
さ
、
配
列
、

回
転
ス
ピ
ー
ド
の
ほ
か
、
航
空
や
船
舶
障
害
灯
が
鳥
類
を

引
き
寄
せ
た
り
、
方
向
感
覚
を
狂
わ
せ
る
よ
う
に
作
用
し

て
、
衝
突
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
照
明
が
鳥

類
の
視
認
性
を
高
め
る
か
ど
う
か
の
調
査
も
行

わ
れ
て
い

る
が
、
霧
雨
や
霧
な
ど
の
晩
に
照
明
装
置
に
多
数
の
渡
り

鳥
が
衝
突
し
た
報
告
も
あ
り
、
照
明
の
効
果
や
影
響
に
つ

い
て
は
未
解
明
で
あ
る
。

(
2
)
撹
乱

に
よ
る
強
制
移
動

(〇
一〇
で
一①
o
Φ
∋
Φ
壽
)

施
設
建
設
の
工
事
期
間
と
、
風
車
の
存
在
自
体
、
ま
た

は
保
守
点
検
作
業
の
た
め
の
車
輌
や
航
空
機
の
使
用
お
よ

び
人
間
活
動
が
、
鳥
類
の
生
息
に
対
し
て
視
覚
、
音
、
振

動
に
よ
る
撹
乱
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ

れ
ら
の
撹
乱
が
鳥
類
を
生
息
地
か
ら
追
い
出
し
た
こ
と
を

示
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
こ
れ
は
事
業
の
前
後

に
お
け
る
比
較
調
査
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
撹
乱
の
規
模
や
程
度
は
施
設
の
立
地
条
件
や
生
息
す

る
種
に
よ

っ
て
変
わ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
調
査

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
強
制
的
な
移
動
に
よ

っ
て
繁
殖
成

功
率
や
生
存
率
に
影
響
が
生
じ
る
と
、
個
体
群
サ
イ
ズ
に

重
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
こ

の
可
能
性
を
見
込
ん
だ
予
防
策
が
重
要
で
あ
る
。
撹
乱
距

離

(期
待
値
よ
り
も
鳥
類
が
少
な
い
か
、
い
な
い
場
所
ま

で
の
施
設
か
ら
の
距
離
)
は
越
冬
す
る
カ
モ
類
を
対
象
と

し
た
研
究
で
は
○
ー
八
○
O

m
(勺
Φα
霞
ωΦコ
卿
勺
o
巳
ωΦ
コ

一㊤
㊤
一)
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

一
般
化
で
き
る
数
値
は

ま
だ
な
い
。

(
3
)
障
壁

に
よ

る
悪
影
響

(00
①
「ユ
Φ
「
Φ
‡
Φ
o
け
)

風
力
発
電
施
設
を
避
け
る
た
め
に
、
鳥
類
が
渡
り
の
フ

ラ
イ
ウ

エ
イ
や
局
所
的
な
飛
翔
通
路
を
変
更
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
的
な
損
失
を
生
じ
た
り
、
繁
殖
地
と
餌
場
、
塒
あ
る

い
は
換
羽
地
問
の
移
動
を
妨
害
す
る
よ
う
な
場
合
、
施
設

が
障
壁
と
な

っ
て
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
鳥
類
の
営
巣
地
と
採
食
地
間
の

常
習
的
な
移
動
ル
ー
ト
に
風
車
を
建
立
し
、
移
動
の
妨
害

と
な

っ
た
施
設
や
、
い
く
か
の
施
設
が
相
乗
的
に
作
用
し

て
鳥
類
に
数
十
㎞
の
迂
回
を
強
い
た
、
広
範
囲
な
障
壁
と

な

っ
て
い
る
地
域
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
4
)
生

息
地

の
消

失

と
変

化

(エ
o
σ
π
魯

δ
ω
頓

o
コ
α
o
言

コ
oq
Φ
)

直
接
的
な
生
息
環
境
の
改
変
は
事
業
の
規
模
に
拠
る
と

こ
ろ
が
大

き

い
が
、

一
般

に
施
設
全
体

の
面
積

の
二

ー
五
%
程
度
で
あ
る

(「
o
×
Φけ
餌
一』
08
)。
し
か
し
、
湿

原
や
泥
炭
地
帯
の
水
文
パ
タ
ー
ン
や
水
脈
に
干
渉
す
る
場

合
や
、
侵
食
な
ど
地
形
学
的
プ

ロ
セ
ス
の
崩
壊
を
引
き
起

こ
す
場
合
に
は
、
影
響
は
よ
り
広
範
囲
に
及
ぶ
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
施
設
建
設
に
伴
う
環
境
の
改
変
が
、
生
物

間

の
相

互

作

用

を
通

じ

て

間
接

的

に
大

き

な
影

響

を
与

え

る
場

合

も

あ

る
。

た
と

え
ば

、

ア

ル
タ

モ

ン
ト
峠

の
施

設

建

設

後

、

風

車

の

基

部

に

多

く

の

ア

ナ

ホ

リ

ウ

サ

ギ

寒

o
§
o
§

あ

ひ
ミ
§

が
生

息

す

る

よ
う

に
な

っ
た
。
そ

の

結

果

、

ア
ナ

ホ

リ

ウ

サ
ギ

を
餌

種

と

す

る
猛
禽

類

の
衝

突

リ

ス

ク

が
高

ま

っ
た

(ω
ヨ
鋤
=
妻
o
o
鋤

俸

↓
げ
Φ
冨
づ
鎚
震

b。
O
露

)
。

m

北
海
道
に
お
け
る
風
力
発
電
施
設
に
よ

る
鳥
類

へ
の
悪
影
響
の
事
例

H
で
述
べ
た
四
つ
の
主
要
な
悪
影
響
の
う
ち
、
障
壁
に

よ
る
悪
影
響
、
生
息
地
の
消
失
、
撹
乱
に
よ
る
強
制
移
動

に
つ
い
て
は
、
国
内
の
調
査
研
究
例
が
全
く
な
い
た
め
不

明
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
悪
影
響
の
う
ち
断
片
的
で
は

あ
る
が
発
生
が
明
確
な
の
は
、
風
車

へ
の
衝
突
死
の
み
で

あ
る
。
た
だ
し
、
系
統
だ

っ
た
調
査
の
報
告
が
な
い
た
め
、

多
く
は
偶
発
的
に
発
見
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
今
後

は
よ
り
客
観
的
な
方
法
で
十
分
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の

調
査
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
偶
発
的
に

発
見
さ
れ
た
事
例
で
あ

っ
て
も
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と

で
、
衝
突
種
や
衝
突
し
や
す
い
施
設
に
つ
い
て
の
傾
向
を

把
握
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
発
生
事
例
を
き
ち
ん

と
整
理
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
北
海
道
に
お
け
る
風
車

へ
の
鳥
類
の

衝
突
事
故
死
数
は
、

ニ
ム
オ
ロ
自
然
研
究
会
の
行
っ
た
調

査
結
果

(福
田
ら
二
〇
〇
四
)
と
新
聞
誌
上
で
公
表
さ
れ

た
も
の
に
、
筆
者
ら
に
よ
る
死
体
探
索
調
査
の
結
果
を
あ

わ
せ
て
十
七
例
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
最
も

多

い

の

が

オ

ジ

ロ

ワ

シ

ミ

N皆
爲
ミ
砺

ミ
ミ
ミ

ミ

の

七

例

(表

)

で
、

次

い
で

ト
ビ

ミ

ミ
§

の
§
尉
ミ
蕊

と
オ

オ

セ
グ

ロ
カ

モ

メ

ト
匙
ミ
的

象
ミ
の
詳

麸

議

の

四
例
ず

つ
で
あ

る
。

58



表 北海道におけるオジロワシの風車衝突事故事例(環 境省発表分)

発見年月 地域 オジロワシ齢 施設内風車数 風車の立地

2004年2月

2004年3月

2004年12月

2005年12月

2006年5月

2006年6月

2007年1月

苫前町

苫前町

根室市

石狩市

苫前町

幌延町

苫前町

2～3歳

1～2歳

2歳 くらい

3～4歳

若鳥

若鳥

若鳥

3基

20基

5基

2基

20基

28基

3基

海岸段丘上

海岸段丘上

海岸段丘上

放水路岸平坦地

海岸段丘上

海岸部平坦地

海岸段丘上

も
と
も
と
の
生
息
個
体
数
が
カ
モ
メ
や
ト
ビ
と
比
べ
て
か

な
り
少
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
風
車
に

衝
突
し
や
す
い
種
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
苫
前
町
で
は

ニ
ケ
所
の
施
設
で
発
見
数
が
四
例
と
多
い
が
、

一
施
設
で

は
月

一
度
の
保
守
点
検
作
業
の
際
に
死
体
を
探
す
作
業
を

し
て
い
る
こ
と
が
、
も
う

一
施
設
は
道
路
の
す
ぐ
脇
に
あ

る
た
め
死
体
が
確
認
さ
れ
や
す
い
と
い
う
立
地
条
件
が
、

発
見
頻
度
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
衝

突
事
故
の
あ

っ
た
施
設
の
風
車
数
か
ら
、
事
故
は
必
ず
し

も
大
規
模
な
施
設
で
起
こ
る
と
は
い
え
な

い
よ
う
で
あ

る
。

お
わ

り

に

現
在
の
ペ
ー
ス
で
同
じ
体
制
の
ま
ま
風
車
が
増
設
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
、
最
も
懸
念
さ
れ
る
。
影
響
評
価
を
正
確

に
行
う
た
め
の
知
見
も
体
制
も
な
い
現
状
で
は
と
く
に
、

鳥
類

へ
の
影
響
回
避
に
は
建
設
地
の
選
択
が
非
常
に
重
要

で
あ
る

(じU
一「α
】「一hΦ
一コ
叶Φ
『コ
鋤
什一〇
コ
鋤
一
トのO
Oω
)
こ
と
を
踏

ま
え
、
渡
り
鳥
の
フ
ラ
イ
ウ
エ
イ
や
希
少
種
の
生
息
地
あ

る
い
は
生
物
多
様
性
維
持
の
た
め
に
重
要
な
場
所
に
つ
い

て
は
、
風
車
建
設
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
国
内
で
は
、

近
年
猛
禽
類
を
中
心
と
し
て
主
要
な
渡
り
ル
ー
ト
が
解
明

さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
多
く
の
鳥
類
で
は
未
解
明
の
ま
ま
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
希
少
種
や
、
個
体
群
の
多
く
が
日

本

へ
飛
来
す
る
種
に
つ
い
て
は
フ
ラ
イ
ウ
エ
イ
の
解
明
を

急
ぐ
こ
と
や
、
希
少
種
の
繁
殖
地
や
越
冬
場
所
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
既
に
風

力
発
電
施
設
建
設
禁
止
区
域
が
地
図
上
に
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
労
力
や
費
用
を
浪
費
し
な
い
た
め
に
も
、
禁
止
地

域
を
事
前
に
定
め
る
こ
と
は
あ
る
程
度
有
効
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
生
息
種
や
渡
り
の
情
報
が
不
十
分
な
場
所

で
の
建
設
に
は
、
計
画
段
階
に
お
け
る
詳
細
な
調
査
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
鳥
類
群
集
の
構
成
、
影
響
評
価
対
象
種
の

個
体
数
と
分
布
、
環
境
利
用
、
移
動
路
な
ど
に
つ
い
て
時

間
的
に
も
量
的
に
も
十
分
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
利
害
関

係
を
持
た
な
い
複
数
分
野
の
専
門
家
に
よ

っ
て
評
価
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
検
討
の
結
果
、
建
設
場
所
の
変
更
が
必

要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
計
画
地
内
で

も
あ
ま
り
利
用
の
み
ら
れ
な
い
重
要
性
の
低
い
場
所
や
、

撹
乱
の
影
響
が
小
さ
い
場
所
を
建
設
地
点
と
し
て
選
択
す

る
こ
と
、
飛
翔
ル
ー
ト
に
合
わ
せ
た
配
列
の
工
夫
、
建
設

規
模
の
縮
小
、
渡
り
時
期
や
繁
殖
期
な
ど
大
き
な
影
響
が

考
え
ら
れ
る
期
間
の
風
車
の
稼
動
停
止
、
衝
突
の
発
生
し

た
風
車
と
そ
の
周
辺
風
車
の
移
動
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

回
避
策
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
海

外
で
は
実
践

・
試
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
風
力
発
電
と
鳥
類
と
の
保
全
を
両
立
さ
せ
る
た

め
に
、
既
存
施
設
を
生
か
し
た
事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ

り
、
衝
突
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
系
統
的
な
方

法
で
徹
底
的
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
施
設
建

設
前
と
後
で
鳥
類
の
生
息
数
や
分
布
、
飛
行
ル
ー
ト
や
環

境
利
用
そ
し
て
繁
殖
成
績
等
に
変
化
が
な
か
っ
た
か
も
調

査
さ
れ
る
べ
き
だ
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
ブ
レ
ー
ド
へ
の
ペ

イ
ン
ト
、
風
車
形
状
の
改
善
等
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
な
さ

れ
て
き
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
効
果
は
結
論
が
出
て
い

な
か

っ
た
り
、
発
電
効
率
の
点
か
ら
実
用
に
は
至
ら
な
い

等
の
理
由
で
発
展
途
上
と
い
え
る
。
将
来
的
に
は
有
用
な

衝
突
回
避
方
法
と
な
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

改
善
や
試
行
の
取
り
組
み
は
積
極
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
多
く
の
場
合
、
衝
突
事

故
の
回
避
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
三

つ
の
悪
影
響
の
解
決
策
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
付
け
加
え

て
お
く
。

京
都
議
定
書
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
七
年
が
過
ぎ
た
が
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
削
減
目
標
値
に
近
づ
く
ば
か
り

か
、
逆
に
増
加
し
て
し
ま
っ
た
。
確
か
に
風
力
発
電
施
設

は
、
風
と
い
う
枯
渇
す
る
こ
と
の
な
い
資
源
を
利
用
で
き
、

化
石
燃
料
を
使
用
す
る
発
電
量
を
減
ら
す
代
替
法
と
し
て

用
い
れ
ば
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
有
用
だ
ろ
う
。
し
か
し

今
、
国
策
で
保
護
活
動
の
な
さ
れ
て
い
る
希
少
種
の
生
息

地
に
、
衝
突
死
の
危
険
性
や
個
体
群

へ
の
悪
影
響
が
明
確

に
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
造
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
風

車
は
早
急
に
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た

よ
う
な
、
調
査
研
究
に
基
づ
く
解
決
策
の
確
立
や
客
観
的
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な
影
響
評
価
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化
等
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ま
で
、
少
な
く
と
も
重
要
な
野
生

生
物
の
生
息
地

へ
の
建
設
は
猶
予
さ
れ
る
べ
き
だ
。
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